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市民のうごき

　　世帯数  26,378世帯（-81）

　　人　口  59,694人（-322）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  11人　　女  11人
■ 死  亡　男  30人　　女  34人
■ 転  入　男  156人　女  148人
■ 転  出　男  308人　女  276人
※３月31日現在
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市民と市政をつなぐ情報誌

Naruto
広報なると

市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
は
、

平
成
27
年
度
末
で
約
１
万
８
６
０
０

人
。
人
口
に
占
め
る
割
合
は
約
31
％
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
に
な
り
、
地
域
で
孤
立
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
家
の
中
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
と
活
動
範
囲
が
狭
く
な
り
、
筋
力
や
活

動
量
が
低
下
し
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
家
の
外
に
出
て
楽
し
く
話
を
し
た
り
、

体
操
を
し
た
り
し
て
、
適
度
に
体
を
動
か
し

介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
て
も
ら
え

る
よ
う
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
って
活
動
す
る「
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
通
い
の

場
）」の
運
営
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
の
活
動
は
、
高
齢
者

が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
話
を
し
た
り
、
体
操
や
詩
・
手
芸
な
ど

の
趣
味
の
活
動
、
ゲ
ー
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
健
康
づ
く
り
を
行
っ
た
り
と
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
元
気
な
高
齢
者
が
運
営

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を

訪
れ
る
高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
認
知
症
予

防
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
高
齢

者
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
概
要
や
活

動
案
内
と
、
高
齢
者
が
元
気
に
な
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
地
域
の
い
き
い

き
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
み
ん
な
で
楽
し
く
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

始
め
よ
う
！
参
加
し
よ
う
！

い
き
い
き
サ
ロ
ン

住
民
主
体
の
高
齢
者
活
動
を
支
援
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新
た
な
交
流
の
場

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
身
近
な
と

こ
ろ
を
拠
点
と
し
て
高
齢
者
が
集
ま
り
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、体
操
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

「
介
護
予
防
」「
閉
じ
こ
も
り
予
防
」「
健
康

づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」「
認
知
症
患
者
や

そ
の
家
族
の
方
の
交
流
の
場
づ
く
り
」を
目

指
す
、
新
た
な
交
流
の
場
で
す
。

   

活
動
内
容
は
自
由

　
集
ま
っ
た
方
同
士
で
、
楽
し
く
継
続
で
き

る
活
動
を
企
画
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば

◦
茶
話
会
、
お
し
ゃべ
り

◦
介
護
予
防
の
運
動
や
体
操 

◦
趣
味
活
動（
手
工
芸
、
生

け
花
、
絵
手
紙
、
書
道
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

   

地
域
が
活
動
拠
点

　
現
在
、
南
浜（
渦
潮
ふ
れ
あ
い
館
）、
粟
田

（
北
灘
東
幼
稚
園
）、
板
東（
板
東
公
民
館
、

板
東
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）で
開
所
さ
れ
、

週
１
回
活
動
し
て
い
ま
す
。５
月
に
は
大
代
、

津
慈
で
も
開
所
す
る
予
定
で
す
。
開
催
日

時
な
ど
、
詳
し
く
は
市
役
所
長
寿
介
護
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   

住
民
主
体
の
運
営

　
地
域
の
世
話
人
や
ご
近
所
同
士
が
自
主

的
に
運
営
し
て
お
り
、
住
民
主
体
の
運
営
と

な
って
い
ま
す
。
活
動
を
す
る
に
当
た
って
代

表
者
を
決
め
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
代

表
者
が一人
で
準
備
を
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
長
く
続
け
る

た
め
に
も
、
参
加
者
全
員
で
協
力
し
て
運
営

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
が
元
気
に
活
動
す
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
方
、
み
ん
な
と一緒
に
地
域
で
何

か
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
い
き

い
き
サ
ロ
ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
地
域
住
民
や
地
域
高
齢
者
を
主
体
と
す

る
自
主
的
な
運
営
が
で
き
、

①
１
回
の
活
動
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

５
人
以
上
参
加
し
て
い
る

②
月
１
回
以
上
定
期
的
に
開
催
す
る

③
参
加
者
を
限
定
せ
ず
、
地
域
の
高
齢
者

に
開
か
れ
た
活
動
を
行
う

④
政
治
・
宗
教
を
伴
う
活
動
や
営
利
を
目

的
と
し
た
も
の
で
な
い

場
合
に
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
と
し
て
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
活
動
を
お
考
え

の
方
は
、
ま
ず
市
役
所
長

寿
介
護
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
開
所
に
関
す
る
事

項
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　
運
営
や
活
動
に
要
す
る

費
用
は
各
自
の
負
担
が
基

本
と
な
り
ま
す
が
、
い
き

い
き
サ
ロ
ン
の
開
催
回
数

に
応
じ
、
市
か
ら
費
用
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
、
保
健
師
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
司
法
書
士

と
い
っ
た
専
門
職
の
方
を「
い
き
い
き
先
生

（
講
師
）」と
し
て
い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
派
遣

し
ま
す
。

　
い
き
い
き
先
生
の
派
遣
回
数
は
、
開
催
回

数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問 

市
役
所
長
寿
介
護
課 

　 

☎
０
８
８・６
８
４・１
１
７
５

い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

いきいきサロン

支援者の声
（板東南ふれあい
　　　　　センター） 

　板東南ふれあいセ
ンターでいきいきサ
ロンを開所すること
になったのは、「先生
が教えてくれたいき
いき百歳体操をこのまま辞めてしまうのは残
念」「近くて通いやすいこの場所に、みんなで集
まって話や体操をしたい」と仲間で話し合った
結果です。私たちをはじめ、センターを利用し
ている皆さん全員で協力し合いながらサロンを
運営し、声を掛け合って長く続けられるように
したいですね。

南浜のいきいきサロン（渦潮ふれあい館）
で、いきいき百歳体操（次ページで紹介）
を楽しむ参加者ら

要
　件

講
師
派
遣

費
　用

武田 恭之介さん（左：川崎）
谷 之夫さん（板東）
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新
た
に
徳
島
版
を
制
作

　「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」は
、
高
齢
者
が

元
気
に
な
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
高

知
市
で
開
発
さ
れ
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
県
理
学
療
法
士
会
が
い
き
い
き
百

歳
体
操
の
徳
島
版
を
制
作
。
体
操
を
始
め

た
の
は
県
内
で
鳴
門
市
が
初
め
て
で
す
。

　「
要
支
援
」の
方
の
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
原
因
は「
関
節
疾
患
」が
20
・
７
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」が

15
・
４
％
と
な
っ
て
お
り（
平
成
25
年
国
民

生
活
基
礎
調
査
よ
り
）、
筋
肉
・
体
力
の
低

下
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
方
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、こ
の
体
操
で
楽
し
み
な
が
ら
筋
肉・

体
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

   

効
果
が
実
感
で
き
る
体
操

　
い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
映
像
を
見
な
が

ら
椅
子
を
使
っ
て
行
う
ゆ
っ
く
り
と
し
た
体

操
で
す
。
時
間
は
約
30
分
か
ら
45
分
。
筋

力
に
よ
って「
お
も
り
」を
使
う
な
ど
、
個
人

の
状
態
に
よ
って
負
荷
を
調
整
で
き
る
た
め
、

無
理
を
せ
ず
に
行
え
ま
す
。
１
か
月
程
度

続
け
る
と
筋
力
が
つ
い
て
き
て
、
動
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
体
操
を
続
け
て
い
る
方
は「
膝
の
痛

み
が
楽
に
な
っ
た
」「
歩
く
姿
が
よ
く
な
っ

た
」と
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

   

サ
ロ
ン
で
の
体
操
を
支
援

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
所
し
、
い
き
い
き

百
歳
体
操
実
施
を
希
望
す
る
と
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
に
よ
る
指
導
・
体
力
測

定（
回
数
制
限
あ
り
）が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

自
分
で
健
康
管
理
を
す
る
た
め
の「
い
き
百

フ
ァ
イ
ル
」「
い
き
い
き
百
歳
体
操
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
」が
配
布
さ
れ
、
楽
し
く
続
け
ら
れ

ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
た
め
る

と
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
で

使
え
る「
お
も
り
」の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

い
き
い
き
百
歳
体
操

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
や
っ
て
み
よ
う

いきいきサロン開所へのメッセージ
県理学療法士会 鶯

うぐいす

会長と県作業療法士会 岩佐会長にお話を伺いました

　私は普段病院で高齢者と接
していますが、病院だけでな
く地域でも関わりたいと思っ
ていました。
　いきいきサロンの主役は、
地域住民の皆さんです。この
サロンは、高齢者に家から出
てもらい、いきいき百歳体操
などをしてもらう「場」を作る
ことに意味があります。

　私たち専門職はその手助けをすることでサロン
を継続させ、介護の必要がない方を一人でも多く
増やしていきたいです。
　今後は、サロンでのリーダー養成など、しっか
りとしたサロンの受け皿を
育成し、短期間の生活リハ
ビリをサポートしながら、
市民の皆さんが元気になる
土台作りをしたいですね。

　いきいきサロンは行政主体
でなく、住民自身が集まって
運営しています。予算や開催
場所、頻度などに制限がない
ので、自身、地域、そして行
政のためになります。
　将来的には₁₀₀カ所以上の
サロンができることが理想で
す。そして、各サロンのリー
ダーへのいきいき百歳体操の
指導に力を入れたいですし、サロン全体でのイベ
ントも計画してみたいですね。
　サロンは体操の場だけではなく、体操が終わっ
た後には、食事会や遠足などを企画してほしいで
す。他のサロンの人にも参加しもらい、地域活動
の復活につなげることができますし、地域間が密
接になり疎遠も解消できます。
　市民の皆さん、いきいきサロンはとても素晴ら
しい活動です。ぜひ活用してください。

県理学療法士会 会長
鶯  春夫さん

県作業療法士会 会長
岩佐  英志さん
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しましょう

高齢者向けの

申
給

請
付 金

　所得の少ない高齢者の方を支援し、今年前半の個人消費の下支え
にもなるよう、高齢者向けの給付金（年金生活者等支援臨時福祉給
付金）が支給されます。対象となる方は、忘れず申請をしましょう。

　申請の受付期間
　５月９日（月）から８月31日（水）まで
※郵送の場合は、期間中までに必着

　窓口の受付時間
　月曜日から金曜日（祝日を除く）
までの、午前9時から午後４時まで

　支給対象者
　平成2₇年１月１日（基準日）現在で、本市に住民登
録があり、次の①から④を全てを満たす方
①平成2₇年度の市町村民税（均等割）が課税されてい
ない方
②平成2₇年度の市町村民税（均等割）が課税されてい
る方に扶養されていない方
③平成28年度中に65歳以上となる方（昭和2₇年４月
１日以前に生まれた方）
④生活保護を受けていない方（基準日現在）

　支給額
　支給対象者1人につき3万円

　申請方法
　右記の申請受付会場や市内各連絡所で配布する申
請書に必要事項を記入し、添付書類を添えて申請手
続きをしてください。申請書の提出
は、受付会場への持参・郵送のどち
らでも可能です。
※受付期間を過ぎると給付金を受け
られなくなりますので、お早めに
提出してください。

　申請に持参するもの
◦本人確認が出来る書類（免許証、
パスポートなど）
◦振込先口座の金融機関名、口座番号、
口座名義人（カナ）がわかる通帳や
キャッシュカード
◦印鑑（朱肉が必要なもの）
※郵送の場合は、申請書へ記入・押印の上、本人確
認書類の写しと通帳またはキャッシュカードの写
しを添付してください。

申請受付会場
（郵送先、各種問い合わせ先）

　〒772・0003　撫養町南浜字東浜274
　市身体障害者会館１階　「臨時福祉給付金」担当
　☎088・684・1701
　申請の受付開
始から３週間程
度は、大変混雑
すること（待ち時
間が３～４時間
程度）が予想され
ます。
　時間に余裕を
持って来ていただくか、お急ぎでない方は、混雑が
予想される期間を避けて申請をお願いします。

しましょう

給付金に関して、市職員がATM操作や振り込
みを求めることは絶対にありません。不審

に感じたら、臨時福祉給付金担当または鳴門警察
署（☎088・685・0110）、市消費生活センター（☎
088・686・3776）へ。

給付金詐欺に注意（₁₅ページに関連記事）

●消防本部
市身体障害者
会館
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◎
住
民
訴
訟
の
概
要

◦
経
過
と
判
決

　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の
地
元
対

策
と
し
て
、
鳴
門
町
漁
業
協
同
組
合
お
よ

び
新
鳴
門
漁
業
協
同
組
合（
以
下「
２
漁
協
」

と
い
い
ま
す
。）に
対
し
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
25
年
度
に
か
け
て
支
出
し
た「
公
有

水
面
使
用
協
力
費
」（
以
下「
協
力
費
」と
い

い
ま
す
。）に
つ
い
て
、
２
漁
協
と
市
長
や

企
業
局
長
ら
に
返
還
を
求
め
る
２
件
の
住

民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
先
の
訴
訟
と
な
っ
た
平
成

18
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
支
出
に

係
る
住
民
訴
訟
は
、
平
成
28
年
２
月
26
日

に
最
高
裁
で
決
定
が
さ
れ
、
判
決
が
確
定

し
ま
し
た
。

　
判
決
の
概
要
は
、
協
力
費
の
支
出
は
違

法
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、「
企
業
局
長
は
、

平
成
23
年
度
分
は
２
漁
協
に
各
５
０
０
万

円（
計
１
千
万
円
）を
、
平
成
24
年
度
分
は

２
漁
協
に
各
４
５
０
万
円（
計
９
０
０
万

円
）を
支
払
う
よ
う
に
請
求
せ
よ
。
ま
た
、

平
成
24
年
度
分
は
企
業
局
長
個
人
に
連
帯

し
て
利
息
を
含
め
て
、
支
払
う
よ
う
に
請

求
せ
よ
。」と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
請
求
は
、
い
ず
れ
も
却
下

ま
た
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
の
平
成
25
年
度
分
の
住
民
訴

訟
は
、
現
在
高
松
高
裁
で
係
争
中
で
あ
り

ま
す
が
、
一
審
の
徳
島
地
裁
で
は
、
最
高

裁
で
確
定
し
た
判
決
と
同
様
に
、「
企
業
局

長
は
、
平
成
25
年
度
分
は
２
漁
協
に
各

４
３
０
万
円（
計
８
６
０
万
円
）を
、
企
業

局
長
個
人
に
連
帯
し
て
利
息
を
含
め
て
支

払
う
よ
う
請
求
せ
よ
。
そ
の
ほ
か
の
請
求

は
い
ず
れ
も
却
下
ま
た
は
棄
却
す
る
。」と

の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
住
民
訴
訟
で
請
求
す
る
こ
と
と

な
っ
た
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度

ま
で
の
協
力
費
の
支
出
の
合
計
額
は

２
７
６
０
万
円
で
す
。

◦
判
決
の
理
由

　
判
決
で
は
、
支
出
し
た
協
力
費
に
は
、

漁
業
補
償
や
公
有
水
面
の
占
用
許
可
の
同

意
を
得
る
た
め
の
協
力
の
対
価
と
し
て
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
協
力
費
の
支
出

の
根
拠
で
あ
る
２
漁
協
と
締
結
し
た「
公
有

水
面
使
用
協
定
書
」自
体
が
無
効
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
た
め
、
２
漁
協
に
は
、
不
当
利
得

返
還
請
求
が
、
企
業
局
長
個
人
に
は
、
協

力
費
支
出
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

こ
と
に
過
失
が
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償

請
求
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
市
の
対
応

◦
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

　
競
走
事
業

　
昭
和
28
年
か
ら
始
ま
っ
た
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
は
、
舟
券
売
上
金
を
主

な
収
入
源
と
し
て
、
独
立
採
算
制
の
も
と
、

累
計
９
１
０
億
円
余
り
を
一
般
会
計
に
繰

り
入
れ
、
福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳴
門
市
花
火
大
会
や
阿
波
お
ど

り
大
会
な
ど
、
本
市
の
地
域
振
興
や
市
民

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。

◦
公
有
水
面
使
用
協
力
費

　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
を
円
滑
・

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
地
元
対
策
と

し
て
、
海
上
部
分
は
周
辺
で
漁
業
を
営
む

２
漁
協
に
対
し
協
力
費
を
支
出
し
、
陸
上

部
分
は
桑
島
地
区
の
周
辺
環
境
整
備
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
住
民
訴
訟
で
は
、
地
元
対
策
の

う
ち
、
海
上
部
分
の
協
力
費
の
支
出
が
問

題
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
28
年
に
２
漁
協
が
漁
業
権
を
持
つ

水
面
で
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
を
開

始
す
る
に
当
た
り
、
レ
ー
ス
の
開
催
な
ど

に
よ
る
騒
音
や
振
動
等
に
よ
り
漁
業
の
操

業
に
影
響
が
出
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
補
償

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
昭
和
49
年
に
名
目
を「
漁
業
補
償

費
」か
ら「
公
有
水
面
使
用
協
力
費
」に
変
更

し
、
毎
年
度「
公
有
水
面
使
用
協
定
書
」を

締
結
し
な
が
ら
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
、
２
漁
協

が
そ
の
所
属
す
る
組
合
員
と
と
も
に
全
面

的
に
協
力
す
る
こ
と
へ
の
対
価
と
し
て
協

力
費
を
支
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
協
力
費
は
、
市
議
会
の
議
決
を
経

て
予
算
の
範
囲
内
で
協
定
書
を
締
結
し
、

支
出
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
決
算
の
認

定
を
受
け
る
な
ど
、
手
続
き
の
面
で
は
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◦
市
企
業
局
と
２
漁
協
の
認
識

　
協
力
費
は
、
協
定
書
に
基
づ
き
、
開
始

当
初
か
ら
支
払
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

当
然
２
漁
協
に
は
こ
の
支
出
が
違
法
で
あ

る
と
の
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
市
企
業
局
は
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
公
有
水

面
の
占
用
許
可
に
は
、
地
元
漁
協
の
同

意
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の

住
民
訴
訟
と
市
の
対
応
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地
元
漁
協
の
同
意
が
な
け
れ
ば
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
、
地
元
対
策
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
市
議
会
で
予
算
も
認
め
ら
れ
て
き

た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
協
力
費
の
必
要

性
を
認
め
て
支
出
を
し
て
き
ま
し
た
。

◦
返
還
を
請
求
し
た
場
合
の

　
影
響
な
ど

　

協
力
費
の
返
還
請
求
を
２
漁
協
に
行
っ

た
場
合
、
す
で
に
平
成
26
年
度
か
ら
支
出

を
取
り
や
め
て
い
る
上
に
、
２
漁
協
に
そ

れ
ぞ
れ
１
３
８
０
万
円
の
返
還
を
求
め
る

と
、
本
市
の
水
産
業
振
興
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
２
漁
協
の
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、
厳
し
い

経
営
環
境
の
中
で
は
さ
ら
に
漁
業
か
ら
撤

退
す
る
事
業
者
が
増
え
る
こ
と
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
を

今
後
も
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、

引
き
続
き
、
２
漁
協
の
理
解
と
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

一
方
、
支
払
わ
れ
た
協
力
費
は
税
金
か

ら
支
出
し
た
も
の
で
な
く
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
事
業
会
計
の
舟
券
売
上
金
を
原
資

と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
福
祉
や

教
育
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
一
般
会

計
に
は
直
接
的
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
現
在
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

事
業
会
計
は
、
度
重
な
る
経
営
改
善
に
よ

り
累
積
赤
字
を
解
消
し
、
黒
字
経
営
を
続

け
、「
鳴
門
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

基
金
」を
20
億
円
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
状
況
に
ま
で
な
っ
て
お
り
、
経
営
に
与

え
る
影
響
も
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◦
判
決
以
後
の
市
の
対
応

　

市
で
は
、
平
成
26
年
１
月
の
一
審
判
決

で
協
力
費
の
違
法
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
支
出
を
取
り
や
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
の
住
民
訴
訟
が
最
高
裁
の

決
定
に
よ
り
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後

も
協
力
費
は
支
出
し
な
い
こ
と
と
し
ま 

し
た
。

　

ま
た
、
協
力
費
が
長
年
に
わ
た
り
、
予

算
な
ど
の
議
決
や
協
定
書
の
締
結
と
い
っ

た
手
続
き
を
経
て
支
出
さ
れ
て
い
た
と
は

い
え
、
市
の
組
織
的
な
責
任
は
重
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
招
い
た
責
任
と
し

て
、
企
業
局
長
に
つ
い
て
は「
減
給
10
分

の
１
を
６
カ
月
」の
懲
戒
処
分
を
、
関
係

す
る
職
員
に
つ
い
て
は
文
書
訓
告
の
処
分

を
行
い
ま
し
た
。
市
長
に
つ
い
て
も
こ
う

し
た
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
６
か
月
間
、

給
料
月
額
の
減
額
率
を
10
％
上
乗
せ
し
、

20
％
と
す
る
条
例
案
を
市
議
会
に
提
出
し

ま
し
た
。

◦
権
利
の
放
棄

　

市
と
し
て
は
、
判
決
の
内
容
や
過
失
の

原
因
・
背
景
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
今

後
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の
運
営

に
引
き
続
き
２
漁
協
の
理
解
と
協
力
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
２
漁
協
お
よ

び
本
市
の
水
産
業
振
興
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

重
く
苦
し
い
決
断
で
あ
り
ま
し
た
が
、
不

当
利
得
返
還
請
求
な
ど
の「
権
利
の
放
棄
」

を
す
る
こ
と
が
市
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
選

択
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
た

手
続
き
の
も
と
、「
権
利
の
放
棄
」の
議
案
を

４
月
14
日
か
ら
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第

１
回
臨
時
議
会
に
提
出
し
、
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◦
係
争
中
の
住
民
訴
訟
へ
の

　
対
応

　

こ
の
た
び
の「
権
利
の
放
棄
」に
当
た
っ

て
は
、
最
高
裁
で
決
定
さ
れ
た
先
の
住
民

訴
訟
と
、
現
在
高
松
高
裁
で
係
争
中
の
後

の
住
民
訴
訟
は
、
年
度
は
異
な
り
ま
す
が

同
様
の
趣
旨
の
案
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

併
せ
て「
権
利
の
放
棄
」の
対
象
と
し
た
も

の
で
す
。

　

な
お
、
今
後「
権
利
の
放
棄
」に
つ
い
て

は
、
係
争
中
の
住
民
訴
訟
で
、
審
理
が
な

さ
れ
ま
す
。

◎
お
わ
り
に

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
心
配
や
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
案
が
起

き
な
い
よ
う
、
市
全
体
で
事
務
、
事
業
の

総
点
検
を
行
い
再
発
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
企
業
局
で
は
更
な
る
経
営
の
改

善
と
収
益
金
の
確
保
を
図
り
、
引
き
続
き

市
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
で
信

頼
の
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
の
記
事
は
、
当
該
訴
訟
の

経
過
や
判
決
内
容
、
市
の
対
応
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
、
丁

寧
に
ご
説
明
し
た
い
と
考
え
、
掲

載
し
ま
し
た
。

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　
☎
０
８
８・６
８
５・８
１
１
１

昭和28年当時の競走水面の様子
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回収ボックス設置場所一覧 ［ 設置期間は５月₁₉日（木）から₂₅日（水）まで ］
地　区 午前８時30分～午後５時 午前９時～午後４時

撫養町
●市役所本庁１階案内、★アミノバリューホール（火・休）
●勤労者体育センター（月・休）、●★市民会館事務所（火・休）
斎田公民館、川東公民館、市教育委員会体育振興室

老人福祉センター
★市立図書館（火・休）

大津町 大津中央公民館 ＪＡ大津松茂

大麻町 堀江公民館、板東公民館、人権福祉センター
板東連絡所、川崎会館

大麻町商工会 、★道の駅第九の里、ＪＡ徳島北本所、
板東南ふれあいセンター

鳴門町 鳴門公民館、★鳴門ウチノ海総合公園パークセンター（火・休）
ローソン鳴門高島店・鳴門三ツ石店（終日受付） 鳴門町漁協、新鳴門漁協、鳴門山上病院

瀬戸町 瀬戸公民館、瀬戸連絡所
ローソン鳴門瀬戸明神店（終日受付）

北泊漁協、島田小学校
室撫佐漁協（午後３時まで）　

里浦町 里浦公民館 ＪＡ里浦本所、里浦漁協
北灘町 北灘公民館 折野簡易郵便局

※設置場所での報告受付は平日のみ（★は休日も受付可）。●は５月2₅日（水）に午後９時まで延長開館。 

　

今
回
で
７
回
目
の
参
加
と
な
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
。
人
口
規
模
が
ほ

ぼ
同
じ
の
自
治
体
同
士
が
、
規
定
時

間
内
に
市
内
で
15
分
間
以
上
継
続
し

て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
方
の「
参

加
率（
％
）」を
競
い
合
う
、
住
民
総
参

加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
前
回
は
岐
阜
県
土
岐
市
と
対
戦
し
、

見
事
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
茨
城
県
常ひ

た
ち
お
お
た

陸
太
田
市
と
対
戦

し
ま
す
。
同
市
は
茨
城
県
の
北
東
部

に
位
置
し
、
人
口

は
５
万
４
５
８
４

人（
２
月
現
在
）。

今
回
で
８
回
目
の

参
加
と
な
る
強
敵

で
す
。

　
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
健
康
づ
く

り
の
増
進
、
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
の
日
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
参
加
し
、
み
ん
な
で
勝
利
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　
　　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加
は
、

市
内
で
５
月
25
日（
水
）の
午
前
０
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
に
15
分
以

上
の
運
動
を
行
い
、
運
動
後
に
種
目

や
人
数
を
報
告
す
る
だ
け
で
す
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
や
徒
歩
に

よ
る
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
参
加
対
象
と
な

り
ま
す
。
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
市

外
か
ら
の
通
勤
、
通
学
者
も
市
内
で

運
動
す
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
運
動
後
、
次
ペ
ー
ジ
の
報
告
書
に

参
加
人
数
と
内
容
を
記
入
し
、
下
記

の
場
所
に
設
置
す
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス

へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電

話
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
参
加

報
告
を
受
け
付
け
ま
す（
報
告
書
の
項

目
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
事
前
に
報
告
さ
れ
る
方
は
、
19
日

（
木
）か
ら
24
日（
火
）ま
で
の
間
に
、

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
25
日
午
後
10
時
か
ら
参
加
率
集
計

を
開
始
。
結
果
が
分
か
り
次
第
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
へ
掲
載
し

ま
す
。

【問・報告先】 市チャレンジデー実行委員会（市教育委員会体育振興室）

▼ 事前（５月₁₉～2₄日） ☎088・686・8804（平日 8：₃₀～₁₇：₁₅）　FAX088・686・8005（終日）

▼ 当日（５月2₅日） ☎088・684・1196、1197  FAX  088・684・1223（ 電話、ファクスとも8：₃₀～2₁：₃₀）
※同イベントに関する最新情報は、 市公式ウェブサイトをご覧ください。

チャレンジデー2016
～みんなで楽しく運動し、勝利を目指そう～

　月　  日（水）は５ 25

スポーツを楽しむ日にしよう！

キンボール

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
っ
て
何
？

運
動
後
は
報
告
を

対
戦
結
果
の
発
表

15
分
以
上
運
動
を
し
よ
う
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各
イ
ベ
ン
ト
に
必
要
な
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
準
備
物
は
、
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
市
民
会
館
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
覧

鳴門市チャレンジデー2016参加（ 事  前 ・ 当  日 ） 報告書 ※事前・当日のどちらかに○をつけてください
個人名または

代表者名
運動種目

（イベント）名
実施場所

参加人数
男　　　人　　・　女　　　人

実施時間 　 　　時　　分　～　 　　  　時　　分 合計　　　　人
　（注） 参加人数の報告は１人１回まで

※電話（088・686・8804）・ファクス（088・686・8005）・メール（challenge-day@city.naruto.lg.jp）で報告していただくか、
　市役所本庁１階案内ほかに設置する回収ボックスに投函してください。

※勤労者体育センターと市民会館のイベ
ントを開催していない時間は、無料で
開放します。利用を希望される方は 事
前に体育振興室へご連絡ください。

事前報告   も で き ま す。
当日の運動予

定が決まっていれば、１週間前から
報告書を出すことができます。

・キョーエイ鳴門駅前店
・キョーエイ鳴門店（立岩）

店内₁₅分買い物ウオーキング

イ　ベ　ン　ト 時　　間 会　　場
開会式 　8:₀₀ ～ 　8：₁₀ 市民会館前（雨天時市民会館）
ラジオ体操 　8:₁₀ ～ 　8:2₅ 市民会館前（雨天時市民会館）
歩きながらゴミ拾い 　8:₀₀ ～ ₁₁:₀₀ 阿波銀行瀬戸支店前 集合
カローリング体験会 　₉:₀₀ ～ ₁2:₀₀ ユタカホール（大麻町板東字北条₇₀）

健康ウオーク 　₉:₀₀ ～ 　₉:₃₀ 障害者支援施設  板東の丘から大麻比古神社
（雨天時は施設内で踏み台昇降運動）

カローリング交流会＆体験コーナー 　₉:₀₀ ～ ₁₅:₀₀ アミノバリューホール（メインアリーナ）
ソフトテニス（昼休憩あり） 　₉:₀₀ ～ ₁8:₀₀ 市桑島テニス場（ラケット持参・雨天中止）
パワースポット巡りウオーキング 　₉:₀₀ ～ ₁2:₀₀ 妙見山周辺（うずしお会館に集合）
シニア・ハワイアン・フラ ₁₀:₀₀ ～ ₁₁:₀₀ うずしお会館２階  第１会議室
ソフトバレー ₁₀:₀₀ ～ ₁₃:₀₀ 勤労者体育センター
バドミントン ₁₀:₀₀ ～ ₁₄:₀₀ アミノバリューホール（サブアリーナ）
いきいき貯筋教室 ₁₀:₃₀ ～ ₁₁:₃₀ 黒崎集会所
太極拳 ₁₀:₃₀ ～ ₁2:₀₀ キョーエイ鳴門駅前店４階
鳴門市中国健康体操教室 ₁₁:₀₀ ～ ₁2:₀₀ 市民会館（市内に住民票がある₆₅歳以上の方）
筋力トレーニングマシーン ₁₁:₀₀ ～ ₁8:₀₀ ダンケスタジオ

空手道 ₁₁:₃₀ ～ ₁₃:₀₀
₁8:₃₀ ～ 2₀:₀₀ 明心流総本部（里浦町里浦字花面309-8）

スクエアダンス
ラウンドダンス

₁2:₃₀ ～ ₁₄:₃₀
₁₄:₃₀ ～ ₁₆:₃₀ キョーエイ鳴門駅前店４階

ハワイアンフラ ₁2:₃₀ ～ ₁₃:₀₀ モアナコースト・ガーデン（₄₀人まで）
昼休みに阿波踊り体操 ₁2:2₀ ～ ₁2:₅₀ うずしお会館２階  第１会議室
TAEBO（タエボ：ボクササイズ） ₁₃:₀₀ ～ ₁₃:₃₀ ダンケスタジオ（要事前申し込み ☎088・685・7791）
ラッコ体操＆阿波踊り体操 ₁₃:₀₀ ～ ₁₃:₅₀ うずしお会館２階  第１会議室

「鳴門小唄」を踊ろう ₁₄:₀₀ ～ ₁₄:₃₀ うずしお会館２階  第１会議室
ゆるキャラと歩こう・キッズ運動・
　　　　　　　　キックバイク体験会 ₁₄:₀₀ ～ ₁₅:₀₀ うずしおふれあい公園

踏み台昇降運動 ₁₄:₀₀ ～ ₁₄:₃₀ 障害者支援施設  板東の丘（踏み台持参）
体操競技体験会 ₁₅:₀₀ ～ 2₀:₀₀ 市体操場
ニュースポーツ体験 ₁₅:₀₀ ～ ₁₆:₃₀ アミノバリューホール（サブアリーナ）
社交ダンス ₁₅:₀₀ ～ ₁₇:₀₀ 市民会館
シーカヤック＆スタンドアップパドル
　　　　　　　　　ボード（SUP）体験 ₁₆:₀₀ ～ ₁8:₀₀ 市文化会館前親水公園

（各₄₀人まで。SUPは中学生以上）
フットサル ₁₆:₃₀ ～ 2₁:₀₀ アミノバリューホール（メインアリーナ）

「第九」体操お披露目・体験会 ₁₇:₃₀ ～ ₁8:₀₀ 市民会館
NICEな社交ダンス体験 ₁8:₀₀ ～ ₁₉:₀₀ キョーエイ鳴門駅前店４階（中学生以上40人まで）
ユニークバトン１時間耐久駅伝レース ₁8:₀₀ ～ ₁₉:₀₀ 鳴門・大塚スポーツパーク第２陸上競技場（小学生以上）
キンボール ₁8:₀₀ ～ ₁₉:₃₀ 勤労者体育センター
剣道 ₁₉:₀₀ ～ 2₀:₀₀ 市剣道場（光武館）　
親子柔道教室 ₁₉:₀₀ ～ 2₀:₀₀ 清風会道場（撫養町斎田字大堤₅₀）
卓球 ₁₉:₀₀ ～ 2₁:₀₀ 市民会館
バドミントン ₁₉:₀₀ ～ 2₁:₀₀ アミノバリューホール（サブアリーナ、20人程度）
すっきりヨーガ ₁₉:₃₀ ～ 2₀:₃₀ アミノバリューホール（３階研修室、高校生以上50人まで）
おまかせフィットネス ₁₉:₃₀ ～ 2₀:₃₀ 黒崎集会所
ファミリーバドミントン ₁₉:₃₀ ～ 2₁:₀₀ 勤労者体育センター（小学生以上）
閉会式 2₁:₀₀ ～ 2₁:₁₀ 市民会館

・パワーシティ鳴門    ・ハローズ鳴門店
・マルナカ鳴門店　    ・Ｍ＆Ｍマルナカマート（大津）
・キョーエイ堀江店　

₁₅分間のお買い物で参加しよう！

9:00～ 
17:00

9:30～ 
17:00

協賛イベント

参加
無料
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翌年度繰上充用金増減額  0
当年度歳計現金増減額 350
期首歳計現金残高 404
期末歳計現金残高 754

　これまで財政健全化へ向けての取り組みを進め
てきましたが、施設の防災減災対策や老朽化対策、
少子高齢化などの社会経済環境の変化により、依
然として厳しい財政状況が続いています。
　今回は財務書類を用いて、本市の財政状況をお
知らせします。

経
常
的
収
支
の
部
に
は
、

人
件
費
や
物
件
費
な

ど
の
支
出
と
、
税
収
や
手
数

料
な
ど
の
収
入
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、
日
常
の
行
政
活

動
に
よ
る
資
金
収
支
の
状

況
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成2₆年度の「経常的収支の部」は約₄₄億円の黒字、「公共資
産整備収支の部」は約４億円の赤字、「投資・財務的収支

の部」は約₃₆億円の赤字で、合計約３億円の歳計現金が増加し
ています。これは、前年度より資金収支が若干改善していますが、
依然として厳しい財政状況が続いていることを示しています。   

投
資
・
財
務
的
収
支
の

部
に
は
、出
資
、貸
付
、

基
金
の
積
み
立
て
、
市
債
の

返
済
な
ど
に
よ
る
支
出
と
、

そ
の
財
源
で
あ
る
補
助
金

や
貸
付
金
の
回
収
な
ど
の

収
入
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

投
資
活
動
や
財
務
活
動
に

よ
る
資
金
の
出
入
り
の
状

況
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
資
産
整
備
収
支
の

部
に
は
、
公
共
資
産

の
整
備
な
ど
に
よ
る
支
出

と
、
そ
の
財
源
で
あ
る
補

助
金
・
市
債
な
ど
に
よ
る

収
入
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

公
共
事
業
に
伴
う
資
金
の

使
途
と
そ
の
財
源
の
状
況

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

家計での家計簿に当たるもので、資金の出入りの情報を性
質の異なる３つの区分（経常的収支、公共資産整備収支、投
資・財務的収支）に分けて表示した財務書類です。

市の
財政状況

財務書類で見る

普通会計資金収支計算書
平成26年4月1日 ～ 27年3月31日（単位：百万円）

問 市役所財政課 ☎088・684・1221

▼ 投資・財務的収支の部
投資及び出資金 0
貸付金 0
基金積立額 509
定額運用基金への繰出支出 0
他会計等への公債費
　充当財源繰出支出 233

地方債償還額 2,889
長期未払金支払支出 50
支出合計 3,681
国県補助金等 14
貸付金回収額 4
基金取崩額 0
地方債発行額 0
公共資産等売却収入 57
その他収入 32
収入合計 107
投資・財務的収支額 △3,574

▼ 公共資産整備収支の部
公共資産整備支出 2,168
公共資産整備補助金等支出 258
他会計等への建設費
　充当財源繰出支出 127

支出合計 2,553
国県補助金等 582
地方債発行額 1,259
基金取崩額 269
その他収入 8
収入合計 2,118
公共資産整備収支額 △435

▼ 経常的収支の部
人件費 4,777
物件費 2,636
社会保障給付 5,374
補助金等 777
支払利息 327
他会計等への事務費等
　　充当財源繰出支出 2,541

その他支出 339
支出合計 16,771
地方税 7,884
地方交付税 4,048
国県補助金等 4,894
使用料・手数料 379
分担金・負担金・寄付金 238
諸収入 378
地方債発行額 1,391
基金取崩額 720
その他収入 1,197
収入合計 21,129
経常的収支額 4,358
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※普通会計の財務諸表や水道事業といった公営企業などを含めた本市全体の財務諸表、第三セクターなどの
　関係団体を含めた連結財務諸表を市公式ウェブサイトで公表しています。

本
市
が
保
有
す

る「
資
産
」は

約
９
１
０
億
円
、

将
来
支
払
い
の
義

務
が
発
生
す
る「
負

債
」は
約
３
０
７
億

円
あ
り
、
差
し
引

き
の
約
６
０
３
億

円
が
、
将
来
世
代

へ
の
負
担
が
な
い

実
質
的
な
資
産
で

あ
る「
純
資
産
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　「
資
産
」に
占
め

る「
純
資
産
」の
割

合
は
、
66
・
３
％

で
あ
り
、
こ
れ
は

民
間
企
業
の
自
己

資
本
比
率
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
数

値
が
高
い
ほ
ど
健
全
で
あ
り
、
一
般

に
自
己
資
本
比
率
が
₇0
％
以
上
な
ら

理
想
企
業
、
40
％
以
上
な
ら
倒
産

し
に
く
い
企
業
と
い
え
る
こ
と
か

ら
、
本
市
の
数
値
は
比
較
的
高
い
水

準
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
本
市
の「
資
産
」の
大
部

分
は
道
路
や
学
校
な
ど
の
直
ち
に
現

金
化
で
き
な
い「
公
共
資
産
」で
あ
る

こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
の
目
安
を
当

て
は
め
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で

は
な
く
、
ま
た
類
似
団
体
な
ど
他
団

体
の
平
均
的
水
準
も
明
ら
か
で
な
い

た
め
、
今
後
と
も
分
析
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼ 借　方     資産の保有総額

[資産の部]
１ 流動資産
　（1） 現金預金
　（2） 未収金
２ 公共資産
　（1） 有形固定資産
　（2） 売却可能資産
３ 投資等
　（1） 投資及び出資金
　（2） 貸付金
　（3） 基金等
　（4） 長期延滞債権
　（5） 回収不能見込額

2,847
78

84,959
30

417
202

2,311
481

△ 286

2,925

84,989

3,125

資産合計 91,039

▼ 貸　方     資産の調達財源

[負債の部]
１ 流動負債
　（1） 翌年度償還予定地方債
　（2） 短期借入金（翌年度繰上充用金）
　（3） 未払金
　（4） 翌年度支払予定退職手当
　（5） 賞与引当金
２ 固定負債
　（1） 地方債
　（2） 長期未払金
　（3） 退職手当引当金
　（4） 損失補償等引当金

3,203
0
0

465
246

23,366
148

3,318
0

3,914

26,832

負債合計 30,746
[純資産の部]
１ 公共資産等整備国県補助金等
２ 公共資産等整備一般財源等
３ その他一般財源等
４ 資産評価差額

16,110
57,158

△12,976
1

純資産合計 60,293
負債 ・ 純資産合計　 91,039

自治体が行政サービスを提供するために保有している「資産」（財産）
と、その資産をどのような「負債」・「純資産」（財源）で賄ってきたかを
一覧表にしたものです。（通称：バランスシート）

有形固定資産の行政目的別割合
　貸借対照表に計上さ
れた有形固定資産の行
政目的別割合を見るこ
とで、行政分野ごとの
公共資産形成の比重が
把握できます。

 貸借対照表で見る財政状況

　社会資本の整備の結果を示す公共資産のうち、
純資産による形成割合から、これまでの世代が
既に負担した割合を見ることができます。 

社会資本形成の世代間負担比率

これまでの世代による社会資本負担比率
（純資産合計÷公共資産合計）

　社会資本の整備の結果を示す公共資産のうち、地
方債（将来に返済義務を負う資金）によって形成され
る形成割合から、将来の世代が負担する割合を見る
ことができます。
※平均的には、 Aは50～90％の間、 Bは15～40％の間
　の比率になるとされています。

（単位：百万円）
項　目 金　額 構 成 比 平成₂₅年度

公共資産合計 84,989 100.0%
純 資 産 合 計 60,293 A：70.9% 70.7%
地 方 債 残 高 26,569 B：31.3% 31.2%

将来の世代による社会資本負担比率
（地方債残高÷公共資産合計）

普通会計貸借対照表
平成27年3月31日現在（単位：百万円）

総務  38億3,600万円

教育
285億700万円

環境衛生
108億1,000万円
環境衛生
108億1,000万円

産業振興
70億2,000万円
産業振興
70億2,000万円

消防
18億7,800万円

福祉
8億3,000万円

生活インフラ・
国土保全
320億7,600万円

Ａ

Ｂ
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Naruto
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
た

め
に
、
追
悼
式
を
２
部
形
式
で

開
催
し
ま
す
。

　
戦
後
₇0
年
を
過
ぎ
、
日
本
の

総
人
口
に
占
め
る
戦
後
生
ま
れ

の
割
合
が
８
割
を
超
え
る
中
、

小
・
中
学
生
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、

今
年
は
開
催
日
を
例
年
の
５
月

10
日
か
ら
５
月
７
日
へ
と
変
更

し
ま
し
た
。

︻
日
　
時
︼ 

５
月
７
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

︻
場
　
所
︼ 

市
文
化
会
館

（
鳴
門
駅
か
ら
市
文
化
会
館
ま

で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
）

戦没者追悼式・平和を考える市民のつどい
今年は５月７日（土）に開催

 問 市役所市民協働推進課 ☎684・1375

₅₀年後、₁₀₀年後まで持続可能な水道サービスへ
「鳴門市水道事業ビジョン」を策定しました

水道事業

現
在
、
市
の
水
道
事
業
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収

入
の
減
少
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
備
え
た
危
機
管
理
対
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
有
し
て
い

ま
す
。

　
国
が
平
成
25
年
３
月
に
策

定
し
た「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」で

は
、
供
給
体
制
の
持
続
性
の
確
保

（﹃
持
続
﹄）、
水
道
水
の
安
全
の

確
保（﹃
安
全
﹄）、
確
実
な
給
水

の
確
保（﹃
強き

ょ
う
じ
ん靱

﹄）の
３
つ
の
観
点

か
ら
、
50
年
後
、
１
０
０
年
後
の

水
道
の
理
想
像
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
各
水
道
事
業
者
が
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本

市
で
も
水
道
の
目
指
す
べ
き
理
想

像
を
示
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

現
状
分
析
と
課
題
抽
出
を
行
い
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
方
策
を
定
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
鳴
門
市

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し

ま
し
た
。

　
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間
は
平

成
28
年
度
か
ら
3₇
年
度
ま
で
の

10
年
間
。「
持
続
」「
安
全
」「
強

靱
」の
３
つ
の
観
点
に
、
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
水
道

を
目
指
す
こ
と（﹃
挑
戦
﹄）を
加

え
、
４
つ
の
観
点
か
ら
課
題
解
決

を
図
り
、「
経
営
基
盤
の
強
化
と

適
正
な
料
金
水
準
の
設
定
」「
水

質
の
維
持
と
市
民
の
満
足
す
る
水

の
提
供
」「
着
実
な
施
設
の
更
新
・

耐
震
化
と
応
急
給
水
・
復
旧
体

制
の
整
備
」「
関
係
機
関
と
の
連

携
・
調
整
と
広
報
活
動
等
の
充

実
」な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

問 市企業局水道企画課 ☎685・3330

旧
鳥
居
記
念
博
物
館
が
、
防

災
拠
点
お
よ
び
市
の
シ

ン
ボ
ル「
ト
リ
ー
デ
な
る
と
」と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
施
設
内
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
会
議
室
の
貸
し
出
し
を

始
め
ま
す
。

︻
開
館
日
︼ 

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　（
年
末
年
始
は
休
館
）

※
災
害
時
は
避
難
施
設
と
し
て

使
用
し
ま
す
。

︻
貸
し
出
し
場
所
︼ 

▼
２
階
多
目
的
室
23
㎡（
会
議
室
）

▼

２
階
・
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

︻
費
　
用
︼ 

市
民
と
市
民
団
体
は

会議室とギャラリーの貸し出しを開始
「トリーデなると」をご活用ください

問 市役所戦略企画課 ☎684・1622

無
料
、
ほ
か
は
有
料

︻
申
請
方
法
︼ 

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
ま
た
は
市
役
所
戦
略
企

画
課
で
配
布
す
る
申
請
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
注
意
事
項
︼ 

受
け
付
け
は
先
着

順
、
貸
し
出
し
は
土
曜
・
日

曜
の
２
日
間
で
す（
連
休
の
場

合
は
祝
日
も
可
）。
観
覧
料
は

無
料
と
し
て
く
だ
さ
い
。
施

設
を
破
損
し
た
場
合
は
修
繕

費
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
注
意
事
項
な
ど

は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ま
た
は
申
請
書
類
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■ 第１部　戦没者追悼式 
　・献花など
■ 第２部　平和を考える市民のつどい 
　・語り部による講演（海部 庄三郎さん）
　・平和を祈る歌の合唱
　　（合唱団なると、メールハーモニー潮）
　※平服参加可。手話通訳・要約筆記あり

式  典  内  容

「鳴門市水道事業ビジョン」
計画期間：平成28年度～37年度

料金収入の減少、危機管理対策、老朽施
設更新、水質維持、利用者ニーズへの対応

「持続」「安全」「強靭」「挑戦」
４つの観点を軸

▼ 経営基盤の強化と適正な料金水準の設定

▼ 水質の維持と市民の満足する水の提供

▼ 着実な施設の更新・耐震化と応急給水・
 復旧体制の整備

▼ 関係機関との連携・調整と広報活動等の
 充実　など

水道事業のさまざまな課題

詳しくは市公式ウェブサイトをご覧ください
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市
民
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め

て
制
作
し
た
芸
術
作
品
を

多
数
展
示
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
会
場
へ
来
て
い
た
だ

き
、
日
ご
ろ
か
ら
熱
心
に
文
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
日
　
時
︼

前
期 

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
５
月
14
日（
土
）～
16
日（
月
）

後
期 

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
５
月
18
日（
水
）～
20
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

30
分（
16
日
、
20
日
は
午
後

５
時
ま
で
）

︻
場
　
所
︼ 

キ
ョ
ー
エ
イ

　
　
　
　 

鳴
門
駅
前
店
４
階

市民の芸術作品を多数展示
平成28年度 鳴門市文化展

 問 市役所文化交流推進課 ☎684・1214

チャリティー展のほか多彩な催しで文化に触れよう
５月15日（日）から６月14日（火）は鳴門市文化月間

文化月間

鳴
門
市
文
化
月
間
中
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
に
関

す
る
協
賛
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　第
₁₀
回
鳴
門
市
文
化
協
会

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

︻
日
　
時
︼ 

５
月
22
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼ 

午
後
１
時
ま
で

　
お
茶
席
や
エ
コ
た
わ
し
な
ど

の
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

▼ 

午
後
２
時
ま
で

　
美
術
工
芸
作
品
の
販
売
や
日

用
品
バ
ザ
ー

▼ 

午
前
₁₀
時
₁₅
分
～
午
後
２
時

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ
、
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

︻
場
　
所
︼ 

キ
ョ
ー
エ
イ

　
　
　
　 

鳴
門
駅
前
店
４
階

問 市役所文化交流推進課 ☎684・1214

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
管
理
す
る「
地

方
公
共
団
体
シ
ス
テ
ム
機
構
」

の
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
と
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
速
度
が
慢
性
的

に
低
下
す
る
状
態
が
続
い
て
お

り
、
次
の
よ
う
な
状
況
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

　通
知
書
発
送
の
遅
れ

　
同
カ
ー
ド
の
事
前
設
定
作
業

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
申
請

さ
れ
た
方
へ
の
交
付
通
知
書
の

発
送
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
同
カ
ー
ド
を

交
付
す
る
ま
で
に
相
当
の
時
間

が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

個人番号カードの発行が遅れています
システムトラブルなどが原因

問 市役所市民課 ☎684・1135

◆
交
付
時
の
窓
口
で
の

　待
ち
時
間
の
増
加

　
窓
口
で
同
カ
ー
ド
を
お
渡
し

す
る
際
、
シ
ス
テ
ム
の
状
況
に

よ
り
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
場

合
や
、
当
日
中
に
お
渡
し
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
同
カ
ー
ド
の
交
付
の
準
備
が

で
き
ま
し
た
ら
、
順
次「
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書

発
行
通
知
書 

兼 

照
会
書
」（
は

が
き
）を
お
送
り
し
ま
す
。
申

請
を
さ
れ
た
方
は
、

こ
の
通
知
書
が
届
く

ま
で
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

︻
展
示
作
品
︼

前
期 
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

水
彩
画
・
版
画
・
俳
画
・
洋
画
・

日
本
画
・
川
柳
・
剪せ

ん

紙し

・
絵
手

紙
・
鳴
門
市
民
劇
場
の
紹
介

後
期 

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

写
真
・
書
道
・
短
歌
・
俳
句
・

き
り
え

イベント名 ／ 日　時 場　所
鳴門市民劇場　オペラシアターこんにゃく座講演

「オペラ ネズミの涙」　５月2₆日（木）　₁8:₃₀開演
市文化会館
※会員制

３人の写真家による徳島の写真展
５月2₇日（金）～６月２日（木）　9:₃₀～₁8:₀₀

キョーエイ
鳴門駅前店４階

古布を楽しむ３人展
６月３日（金）～６日（月） 9:₃₀～₁₇:₀₀

キョーエイ
鳴門駅前店４階

大塚国際美術館特別開館  西洋アートを楽しむ１日
６月６日（月） ９:₃₀～₁₇:₀₀ ※入館は₁₆:₀₀まで 大塚国際美術館

第６回「彩」水彩画展
６月８日（水）～₁₃日（月）  9:₃₀～₁8:₀₀　

キョーエイ
鳴門駅前店４階

第６回ドイツ館の鉄道会
６月₁₁日（土）、 ₁2日（日）  ₁₀:₀₀～₁₆:₀₀　

市ドイツ館
（１階ホール）

鉄道写真展（ドイツの鉄道関連展示）
６月₁₁日（土）～₃₀日（木）  9:₃₀～₁₆:₃₀

市ドイツ館
（２階企画展示室）

「プラdeフルール」 ワークショップ
６月₁2日（日）①₁₀:₃₀～₁2:₃₀ ②₁₃：₃₀～₁₆:₀₀

撫養町林崎字北殿町
8₅︲2（富永宅）

蔦
つた

元
もと

流おさらい会「蔦の葉のつどい」
６月₁2日（日） ₁₀:₃₀開演 市文化会館

◎ 期間中の協賛イベント（入場料など詳しくは市公式ウェブサイトをご覧ください）

お気軽にご来場ください



14平成28年５月号

総
務
省
と
経
済
産
業
省
が
、

６
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス ︲ 

活
動
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
日
本
の
全
産
業
分
野
に
お

け
る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活

動
を
全
国
的
、
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
統

計
調
査
の
基
礎
と
な
る
母
集
団

情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
で
の
行
政
施
策
の
立

案
や
民
間
企
業
で
の
経
営
計
画

の
策
定
な
ど
、
社
会
経
済
の
発

統計調査員が事業所へ伺います
平成₂₈年経済センサス ︲ 活動調査

問 市役所戦略企画課 ☎684・1121

展
を
支
え
る

基
礎
資
料
と

し
て
広
く
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
中
旬

よ
り
、
統
計

調
査
員
が
事
業
所
に
調
査
票
の

配
布
に
伺
い
ま
す
。
回
答
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
ほ

か
、
紙
の
調
査
票
で
も
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
、
統
計
法
で
厳

重
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
以

外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
回
答
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
児
童
福
祉
事

業
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
推
進
の
た
め
の「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
計
画
」。
こ
の
計
画
の

推
進
に
当
た
っ
て
審
議
、
調
査

を
す
る「
鳴
門
市
児
童
福
祉
審

議
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
︼ 

４
人
以
内

【
任
　
期
︼ 

７
月
１
日（
金
）か
ら

３
年
間

【
報
　
酬
︼ 

会
議
１
回
に
つ
き

５
千
円（
年
２
回
程
度
で
平

日
開
催
。
交
通
費
な
ど
の
支

給
な
し
）

【
応
募
要
件
︼

◦
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
子

育
て
当
事
者
の
方（
就
学
前

鳴門市児童福祉審議会委員を募集

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1657 FAX684・1337

児
童
ま
た
は
初
等
教
育
を
受

け
る
児
童
を
養
育
・
看
護
し

て
い
る
方
）

◦
暴
力
団
の
構
成
員
で
な
い
方

　
な
ど

【
申
し
込
み
︼ 
５
月
２
日（
月
）

か
ら
20
日（
金
）ま
で
に
指
定

の
応
募
用
紙
お
よ
び
小
論
文

（
４
０
０
字
程
度
）を
市
役
所

子
ど
も
い
き
い
き
課
へ
メ
ー

ル（kodom
oikiiki@

city.
naruto.lg.jp

）、郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
　
考
︼ 

小
論
文
、
面
接

※
詳
し
く
は
同
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒772・₈₅01 撫養町南浜字東浜170

地域で津波避難訓練や避難所運営説明会を実施
防災・災害対策への取り組み

防災対策

◆
津
波
避
難
訓
練

　
内
閣
府
は
、
災
害
に
備
え
て
自

治
会
や
町
内
会
単
位
で
防
災
計

画
を
定
め
る「
地
区
防
災
計
画
制

度
」を
広
く
普
及
し
よ
う
と
、
防

災
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
区
を「
モ
デ
ル
地
区
」に
選

定
し
て
お
り
、
市
内
で
は「
大
塚

製
薬
工
場
と
周
辺
自
主
防
災
会
」

地
域
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
27
日
に
同
地
域
の
川
東

地
区
自
主
防
災
会
、
里
浦
町
自

主
防
災
会
連
合
会
と
㈱
大
塚
製

薬
工
場
が
連
携
・
協
力
し
た
合

同
津
波
避
難
訓
練
が
同
工
場

で
実
施
さ
れ
、
地
域
住
民
ら
約

１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
実
際
の
災
害
時

に
お
け
る
住
民
一
人
ひ
と
り
の
行

動
計
画
を
事
前
に
記
載
し
た「
災

害
時
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」を
使
い

避
難
行
動
の
確
認
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
自
主
防
災
会
に
よ
る
備
蓄

物
資
の
テ
ン
ト
や
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
の
使
い
方
の
説
明
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

◆
避
難
所
運
営
説
明
会

　
吉
永
自
主
防
災
会
と
王
子
コ

ン
テ
ナ
ー
㈱
徳
島
工
場
が
連
携
・

協
力
し
た
避
難
所
運
営
説
明
会

が
３
月
28
日
、
第
一
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
地
域

住
民
や
関
係
者
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
。

　
同
工
場
の
段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
や

仕
切
り
用
段
ボ
ー
ル
板
を
用
い
た

資
機
材
取
り
扱
い
訓
練
と
、
鳴
門

教
育
大
学
大
学
院
教
授 

阪
根 

健

二
氏
に
よ
る「
学
校
が
避
難
所
に

な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
」と
題
し
た

講
演
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

防
災
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

問 市役所危機管理課 ☎684・1711

らせん階段を使って屋上の
避難場所に避難する参加者

組み立てた段ボールベッドを
体験する参加者ら

熊本地震義援金にご協力を

　４月に発生した熊本地震で被災
された方々を支援するため、６月
30日（木）まで市役所本庁１階案内
前に義援金箱を設置します。ご協
力をお願いします。
※設置は市役所開庁時間内

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

Naruto
City_information
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　ニュースなどでよく耳にする消費者トラブル、「自分は気を付けているから大丈夫」と
思っていませんか。詐欺や勧誘の手口は日々巧妙化しており、誰もが被害者になる可能
性があります。最近はやりの手口やその対処法を知り、被害に遭わないようにしましょう。
もし被害に遭ってしまったら、すぐに市消費生活センターへご相談ください。

　消費者トラブルや契約申し込みの撤回（クーリング・オフ）など、
専門相談員が相談をお受けします。

【相談時間】 月～金曜（祝日を除く）
　　　　　 午前９時30分～午後３時30分
※土曜・日曜の相談は県消費者情報センター
　（☎088・623・0110／午前９時～午後４時）へ。

　今年の４月から電力の小売全面自由化が始まりま
した。しかし、「事業者の勧誘に乗せられて慌てて契
約したが料金が安くならなかった」「電力会社の業務
提携先と称する偽業者に個人情報を教えてしまっ
た」などのトラブルが、全国で報告されています。
　自由化されるからといって、
慌てて契約する必要はありませ
ん。その場ですぐ決めず、落ち
着いて考えましょう。

《ポイント》

▼契約する場合は、正確な情報を収集し、契約内容
をよく理解する！

▼個人情報を聞き出そうとする不審な業者には決し
て教えない！

慌てて契約する必要はありません！

　消費生活の安定と向上を目指し活動している市
消費者協会が４月10日、２番札所極楽寺でお遍路
さんにお接待と詐欺・トラブルの啓発活動を行い
ました。
　お接待に用意されたのは同協会会員手作りの巾
着約400個。巾着に併せ、架空請求などの詐欺・
トラブルについての注意点や相談窓口が紹介され

ているチラシが配られ、被
害に遭わないように注意を
呼びかけていました。
　思わぬお接待にお遍路さ
んは「嬉しい」と笑顔になり
ながらも、消費者トラブル
には気を付けようと会員の声に耳を傾けていました。

極楽寺で市消費者協会による詐欺・トラブルの啓発活動！

　市役所保険課などの職員を名乗る
男性から、「保険料や医療費の還付金
があるが、手続きができていないの
で銀行口座を教えてほしい」といった
電話がかかってきたという情報が多く寄せられてい
ます。本年度、所得の少ない高齢者に給付金（５ペー
ジに関連記事）が支給されるのに関連し、このよう
な詐欺が増える可能性があります。
　還付金や給付金などに関して、突然職員が電話で
連絡や指示をすることは決してありません。

《ポイント》

▼ ｢ＡＴＭへ行け｣の電話は詐欺！

▼不審な電話がかかってきても、絶対に個人情報を
教えない！

還付金詐欺

いまだに市内で多く報告されています！

一人で悩まないで！困ったときはここに相談！

市消費生活センター　☎088・686・3776（FAX兼用）

秘密厳守

相談無料

電力小売全面自由化

身近に潜む詐欺・トラブルに要注意！
５月は消費者月間

消費者月間

問 市役所市民協働推進課 ☎684・1140

市からのお知らせ
City_information

★消費生活センター
　（うずしお会館４階）
★消費生活センター
　（うずしお会館４階）

●消防本部
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生
活
・
暮
ら
し

お
ゆ
ず
り
し
ま
す
　
※
全
て
無
料

■
デ
ロ
ン
ギ
製
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

■
自
転
車（
26
イ
ン
チ
・
22
イ
ン
チ
）

■
中
型
犬
用
犬
舎

■
電
動
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド

問 

市
消
費
者
協
会

　
☎
６
８
６・３
７
７
６

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税
　
第
１
期

軽
自
動
車
税
　
全
期

　
５
月
31
日 

（
火
）ま
で
に
市
役
所

税
務
課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

学
生
・
若
年
者
の
年
金
猶
予
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

学
生
な
ど
納
付
が
難
し
い
方
の
た
め

に
納
付
を
猶
予
す
る「
学
生
納
付
特

例
制
度
」や
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制

ゴ
ー
ヤ
苗
を
無
料
配
布

環
境
学
習
館
で
育
て
た
ゴ
ー
ヤ

苗
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
冷
房
機

器
の
電
力
消
費
を
節
約
す

る
た
め
、
夏
の
日
差
し
を

遮
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】６
月
１
日（
水
）か
ら
３
日

（
金
）ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

【
配
布
数
】１
家
族
５
苗
ま
で

【
配
布
場
所
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

３
階
環
境
学
習
館

問 

市
環
境
政
策
課

　 

☎
６
８
３・７
５
７
１

５
月
の
市
文
化
会
館
駐
車
場

制
限
日
程

▼
７
日（
土
）▼
14
日（
土
）▼
19

日（
木
）
▼
21
日（
土
）
▼
22
日

（
日
）▼
26
日（
木
）▼
30
日（
月
）

※
市
文
化
会
館（
30
日
に
つ
い
て
は
、

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）を
利
用

さ
れ
る
方
は
ご
駐
車
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推

進
事
業
の
実
施
団
体
決
定

　
広
報
３
月
号
な
ど
で
募
集
し
た
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
の
実
施
団
体

が
決
定
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ケ
ス
タ
ジ

オ
音
の
会
、N
I
C
E
、鳴
門
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、N
A
R
U
T
O
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
４
団
体
で
す
。

　
各
団
体
の
実
施
事
業

は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

度
」が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
年
度
ご
と
に
早
め
に
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
市

民
課（
☎
６
８
４
・
１
１
３
８
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
は
期
限
内
に

　
本
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
火
）で
す
。
自
動
車
税
は

納
税
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ

て
い
る
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
で
き
ま

す
。
自
動
車
税
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、東
部
県
税
局
自
動
車
税
庁
舎（
☎

６
４
１・２
３
２
３
）へ
。

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
５
月
７
日（
土
）は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
市
民
課

窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。
た
だ
し
住
所

の
異
動
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

市
役
所
市
民
課
☎
６
８
４・１
１
３
５

火
葬
場
業
務
案
内

　
５
月
４
日（
水
・
祝
）は
休
業
と

な
り
ま
す
。

問 

市
火
葬
場 

☎
６
８
６・３
０
６
５

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
５
月
３
日（
火
・
祝
）か
ら
５
日

（
木
・
祝
）は
休
業
と
な
り
ま
す
。

14
日（
土
）は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
、
ご
み
持
込
受
付
を

行
い
ま
す
。

問
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

☎
６
８
３・７
５
７
０

ト
新
着
情
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

問 

市
教
育
委
員
会
体
育
振
興
室

　 

☎
６
８
６・８
８
０
４

講
座・教
室・試
験
な
ど

卓
球
教
室

　
市
民
会
館
で
開
催
。
ど
な
た
で
も

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】５
月
18
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
29
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

　
午
後
７
時
～
９
時

※
会
場
の
都
合
で
変
更

の
場
合
あ
り

問 

市
卓
球
協
会
　
西
谷

 

☎
０
９
０
・４
３
３
４・１
７
９
４

生
き
が
い
学
院

介
護
職
員
初
任
者
研
修
会

　
現
場
の
声
を
生
か
し
、

実
践
に
即
し
た
知
識
・

技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。

【
日
時
】６
月
９
日
か
ら
11
月
17
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
　
フ
レ
ン
ズ

（
大
麻
町
桧
字
東
山
田
58
番
地
６
）

【
定
員
】20
人

【
費
用
】テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

【
問
・
申
し
込
み
】５
月
９
日（
月
）

か
ら
23
日（
月
）ま
で
に
身
分
証

明
書
と
印
鑑
を
持
参
し
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
お
お
あ
さ
苑（
☎

６
８
９・３
７
８
８
）へ
。

　国民健康保険料などの未納者へ
の訪問徴収や口座振替制度加入の勧
奨、事務をしていただく収納員を募
集します。
【募集人員／勤務時間】１人／１週間に24時間程度
【任用期間】６月１日（水）から平成29年３月31日（金）まで。
※勤務成績により１年単位の更新あり。最長５年。

国民健康保険料などの収納員を募集
【応募資格】６月１日現在、満20歳以上で普通自動車免

許を持つ方
【報酬】基本報酬金額９万円＋徴収実績などの能率報酬
【選考方法】５月16日（月）に市役所で面接審査
【応募方法】市販の履歴書に必要事項を記入し、５月13

日（金：必着）までに市役所保険課（〒772・8501 撫
養町南浜字東浜170番地　☎684・1136）へ。

16平成28年５月号



● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

て
実
施
し
ま
す
。

【
費
用
】材
料
費
３
０
０
円（
３
回
分
）

※
初
回
に
３
回
分
集
金

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、 

　
三
角
巾
、 

筆
記
用
具

【
問
・
申
し
込
み
】 

そ
れ
ぞ
れ
の
締

　
切
日
ま
で
に
市
役
所
長
寿
介
護

　
課（
☎
６
８
４・１
１
７
５
）へ
。

■
次
の
２
カ
所
で
開
催

●
堀
江
公
民
館

【
日
時
】５
月
27
日（
金
）、６
月
３
日（
金
）、

　
10
日（
金
） 午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
６
月
10
日
は
午
前
９
時
45
分
か
ら

【
定
員
】20
人

【
申
込
締
切
】５
月
20
日（
金
）

●
鳴
門
公
民
館

【
日
時
】５
月
31
日（
火
）、６
月
７
日（
火
）、

　
14
日（
火
） 午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
６
月
14
日
は
午
前
９
時
45
分
か
ら

【
定
員
】20
人

【
申
込
締
切
】５
月
24
日（
火
）

【
日
時
】５
月
９
日（
月
）、６
月
27
日（
月
）、

　
　
　 

午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、水
性
絵
の
具
、墨
、

鉛
筆
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
春
の
お
出
か
け
バ
ッ
グ
を
制
作
。

【
日
時
】５
月
19
日（
木
）、
６
月
16
日

（
木
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
40
×
30
㌢
４
～
５

枚
）、
接
着
キ
ル
ト
芯（
35
×

１
０
０
㌢
１
枚
）、
端
切
れ
い
ろ

い
ろ
、
裁
縫
道
具（
針
、
糸
、
は

さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

介
護
予
防
シ
ル
バ
ー
ら
く
ら
く

ク
ッ
キ
ン
グ
・
口
腔
ケ
ア
教
室

【
対
象
】市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
、
３
回
と
も
受
講
で
き
る
方

※
３
回
目
に
口
腔
ケ
ア
教
室
を
併
せ

シ
ル
バ
ー
大
学
校 

鳴
門
校
開
講

【
応
募
資
格
／
定
員
】市
内
在
住
の
60

歳
以
上（
昭
和
31
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）の
方
／
２
０
０
人

【
期
間
】６
月
～
平
成
29
年
３
月

【
場
所
】市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

【
問
・
申
し
込
み
】５
月
24
日（
火
）ま

で
に
往
復
は
が
き
で
市
社
会
福
祉

協
議
会（
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
30
番

地
９ 

☎
６
８
５・７
１
７
０
）へ
。

※
入
学
案
内
や
日
程
な
ど
の
資
料
は

同
協
議
会
ま
た
は
市
役
所
本
庁

１
階
案
内
、
各
公
民
館
で
配
布
。

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。
申

し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
同
館（
☎

６
８
３･

７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室

　
絵
手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　生後₉1日以上の犬は、犬の登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防
注射を受けることが狂犬病予防法で義務付けられています。まだされ
ていない飼い主の方は、必ず接種と登録をお願いします。

【費用】注射３千円、新規登録３千円（それぞれ一匹につき）
【日時】５月15日（日） ※市内各地区、９カ所で開催。
　具体的な場所や時間はお問い合わせください。
問 市環境政策課 ☎683・7571

狂犬病予防注射と犬の登録を

介護相談員になりませんか
　介護サービス利用者とその家族の思いや施設を訪問して気づ
いたことを、サービス提供者である施設へ伝える介護相談員。
下記のとおり養成研修などの事前説明会を開催します。

【日時】５月30日（月）午後１時30分〜
【場所】市共済会館３階大会議室
【対象】市内在住で₄0歳以上の方
【問・申し込み】５月26日（木）までに市役所長寿介護課
　（☎684・1175）へ。

無料相談　 まずはお電話を

行政相談 日時  ５月13日㈮ 13：00〜16：00 
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：原内
問 秘書広報課 ☎684・1118

人権相談 日時  ５月20日（金）13：30〜16：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
※５月より上記の時間帯に電話相談も始めます。
問 人権推進課 ☎684・1423

成年後見制度相談 日時  ５月18日（水） 13：30〜15：30
場所  市役所本庁１階市民相談室（原則予約）
問 長寿介護課 ☎684・1175

成年後見・相続・遺言の相談 日時  ５月13日㈮ 
13：00〜15：00　 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440

女性相談 日時  月〜金曜（祝日除く）  9：00〜1₇：00
場所  女性子ども支援センター
問 『ぱぁとなー』 ☎684・1413、☎684・1408

心配ごと相談 日時  毎金曜（祝日除く） 10：00〜15：00
場所  老人福祉センター心配ごと相談所
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170

職業相談 日時  ５月11日㈬ 13：30〜1₄：30
場所  市人権福祉センター１階応接室
問 鳴門公共職業安定所 ☎685・2270

身体障害者相談 日時  月〜金曜（祝日除く）  9：30〜
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144

NPO相談 日時  月〜金曜（祝日除く） 8：30〜1₇：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200

消費生活相談 日時  月〜金曜（祝日除く） 9：30〜
　15：30 場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

電話法務相談 
　四国市民法務サポート代表理事の森江大蔵氏に
よる無料電話法務相談。
日時  ５月12日（木）16：00〜18：00
内容  くらしの法務相談全般
電話番号  0120・992・932

年金相談 ※要予約
日時  ５月1₉日（木）10：00〜15：00
場所  市役所本庁１階 第２会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081

若者の就労相談会 ※要予約
日時  ５月10日（火）、1₇日（火）、2₄日（火）、６月１日（水）
　　 13：00〜1₇：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要問い合わせ）
問 とくしま地域若者サポートステーション ☎602･0553

もの忘れ相談 
日時  ５月25日（水）1₄：00〜16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417

介護者家族の会による相談
日時  ５月10日、2₄日（各火曜日）10：00〜15：00
場所  老人福祉センター内ボランティアセンター
 　基幹型地域包括支援センター ☎615･1417問
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● 費用などの記載がない場合、無料です。

講
座・教
室・試
験
な
ど

土
砂
災
害
に
関
す
る
防
災
講
演
会

　
土
砂
災
害
の
専
門
家
で
あ
る
全
国

治
水
砂
防
協
会
の
岡
本 
正
男 

氏
を

講
師
に
、「
土
砂
災
害
を
知
る
・
備
え

る
・
行
動
す
る
」と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
。

【
日
時
】５
月
20
日（
金
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館 

第
１
会
議
室

【
定
員
】30
名（
先
着
順
）

【
問
・
申
し
込
み
】５
月
16
日（
月
）ま

で
に
、
市
役
所
危
機
管
理
課（
☎

６
８
４・１
７
１
１
）へ
。

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】６
月
19
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

15
歳
以
上
の
方（
先
着
10
人
程
度
）

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、A
E
D
の
使
用
法
）

や
異
物
除
去
、
止
血
法
な
ど

【
問
・
申
し
込
み
】５
月
31
日（
火
）ま

で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎

６
８
４
・１
４
９
４
）へ
。

募
　
集

鳴
門
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

策
定
審
議
会
傍
聴
者

【
日
時
】５
月
13
日（
金
）

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
フ
ェ
ス
ト

（
春
の
お
祭
り
）２
０
１
６

　

ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ン
、

ビ
ー
ル
、
パ
ン
な
ど
の

ド
イ
ツ
商
品
が
並
ぶ
物

産
展
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
３
日（
火･

祝
）、
４
日

（
水
・
祝
） 
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】市
ド
イ
ツ
館
１
階
大
ホ
ー
ル

【
費
用
】イ
ベ
ン
ト
会
場
は
入
場
無
料

問 

同
館 

☎
６
８
９・０
０
９
９

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
公
園
端
午
の
節
句

【
日
時
】５
月
15
日（
日
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
内
容
】同
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内

で
の
五
月
人
形
の
展
示
。

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

【
場
所
】市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

【
参
加
資
格
】市
役
所
商
工
政
策
課
に

配
置
お
よ
び
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
す
る「
傍
聴
に
関
す
る

留
意
事
項
」を
守
れ
る
方

問 

同
課 

☎
６
８
４・１
４
６
８

青
年
就
農
給
付
金

「
経
営
開
始
型
」第
１
回
募
集

　
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
就
農
す

る
農
業
者
に
対
し
、
給
付
金
を
給
付

し
ま
す
。
給
付
を
受
け
る
に
は
市
役

所
農
林
水
産
課
へ
所
定
の「
青
年
等

就
農
計
画
等
」を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の

他
の
要
件
な
ど
、

詳
し
く
は
同
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】５
月
27
日（
金
）ま
で

【
対
象
】平
成
23
年
４
月
以
降
に
独
立・

就
農
し
た
方

問 

同
課
☎
６
８
４･

１
１
５
３

W
e
L
o
v
e
な
る
と
ま
ち
づ

く
り
活
動
応
援
補
助
金
の
事
業

選
考
検
討
会
傍
聴
者

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
応
援
す
る
同
補
助
金
。

そ
の
採
択
団
体
を
選
考
す
る
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
14
日（
土
）午
後
１
時
〜

【
場
所
】市
共
済
会
館
３
階
大
会
議
室

問 

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　
☎
６
８
４・１
１
８
９

※
５
月
５
日（
木
・
祝
）午
前
10
時
か

ら
、
柏
餅
２
個
を
先
着
４
０
０
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
茶
な
ど
の
接

待
も
行
い
ま
す
。

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

　

 

☎
６
８
７・３
１
７
５

「
あ
そ
ぼ
！
N
＊
C
A
P
！
」

【
日
時
】５
月
22
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学 

地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
１
階 

多
目
的
教
室

【
講
師
】山
田 

芳
明 

同
大
学
准
教
授

【
定
員
】小
学
１
年
生
〜
６
年
生
30
人

（
先
着
順
）

【
準
備
物
】水
筒
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

【
問
・
申
し
込
み
】５
月
９
日（
月
）か

ら
11
日（
水
）ま
で
に
市
役
所
子

ど
も
い
き
い
き
課（
☎
６
８
４･

１
２
３
１
）へ
。

生ごみの堆肥化・減量に努めよう
▼  ＥＭボカシの無料配布

▼  電気式生ごみ処理機の購入補助

▼  コンポストのあっせん

【問・申し込み】市クリーンセンター廃棄物対策
課（☎683･7573）へ。※市役所市民協働推進
課でも申し込みできます。

  ＥＭボカシ２㌔の無料配布を行います。希望世帯
は下記へお申し込みください。

【対象／募集台数】今まで補助を受けたことのな
い世帯と、補助を受けてから５年以上経過し
ている世帯／40基（先着順）

【補助費】購入金額の２分の１（上限２万円）

  生ごみを堆肥化しませんか。希望世帯は自己負
担金を添えて、下記へお申し込みください。自己
負担金は次のとおり（１世帯につき１個）。
・ 130㍑・190㍑の丸型…………3,000円
・ 200㍑の角型・230㍑の丸型…4,000円

燃やせるごみ 10,318㌧

燃やせないごみ 2,357㌧

合　計 12,675㌧
（前年比 ＋344㌧）

　ごみの量は前年度から微増しましたが、引き
続きごみの減量・資源化を積極的に推進します
ので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

▼  平成27年度家庭系ごみ量集計結果

　５月13日（金）まで「いすー１ＧＰ」出場チームを募集中です。
【日時】 ６月４日（土）  ▼  100円商店街 ：午前10時～

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ▼  いす－１ＧＰ ：午後２時～４時
【場所】 大道銀天街周辺  ※正午から午後５時まで歩行者天国。
問 鳴門市大道商店街振興組合事務局
　（ 鳴門商工会議所内 ） ☎685･3748　

第７回100円商店街

いす－１ＧＰ2016 開催！グランプリ
６/４
（土）
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● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

賀
川
豊
彦
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

　
３
イ
ベ
ン
ト
と
も
賀
川
豊
彦
記
念

館
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
同
館（
☎
６
８
９･

５
０
５
０
）へ
。

■
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
時
】５
月
７
日（
土
）

　
　
　午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
対
象
】幼
児
～
小
学
校
低
学
年

【
参
加
費
】２
０
０
円（
年
会
費
）

■
友
愛
読
書
会

　
～
賀
川
豊
彦
を
読
む
会
～

【
日
時
】５
月
14
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
参
加
費
】２
０
０
円

■
第
15
回
通
常
総
会
記
念
講
演
会

　「
賀
川
豊
彦
を
継
承
す
る
と
は
」

【
日
時
】５
月
21
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
費
用
】入
館
料（
大
人
２
０
０
円
）

【
講
師
】賀
川
豊
彦
記
念 

松
沢
資
料
館

　
　
　
館
長
　
金
井 

新
二 

氏

鳴
門
病
院『
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

【
日
時
】６
月
１
日（
水
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】徳
島
県
鳴
門
病
院
附
属
看
護

専
門
学
校
　
体
育
館
１
階

【
対
象
】２
～
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん

【
定
員
】10
組
程
度（
先
着
順
）

※
体
調
不
良
や
予
防
接
種
後
48
時
間

以
内
の
場
合
は
参
加
不
可
。

【
準
備
物
】バ
ス
タ
オ
ル
、
お
む
つ
、

お
し
り
拭
き
、
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物（
授
乳
可
）

【
問
・
申
し
込
み
】平
日
の

午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で
に
同
病
院
産
婦
人
科
外
来

（
☎
６
８
３
・
０
０
１
１
）へ
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程

●
５
月
３
日（
火
・
祝
） 

午
後
１
時
～

　
　
対 

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

●
５
月
７
日（
土
） 

午
後
１
時
～

　
　
対 

横
浜
F
C

●
５
月
22
日（
日
） 

午
後
１
時
～

　
　
対 

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬

●
５
月
28
日（
土
） 

午
後
１
時
～

　
　
対 
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州

問 

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　 

☎
６
７
２・７
３
３
９

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門（
本
場
開
催
）

●
第
26
回
鳴
門
市
長
杯
競
走

　
５
月
４
日（
水
・
祝
）～
８
日（
日
）

●
第
24
回
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

　
選
手
会
　
会
長
杯
競
走

　
５
月
12
日（
木
）～
16
日（
月
）

●
第
17
回
日
本
財
団
会
長
杯
競
走

　
５
月
19
日（
木
）～
23
日（
月
）

●
日
本
ト
ー
タ
ー
杯
競
走

　
５
月
26
日（
木
）～
30
日（
月
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　 

☎
６
８
５・８
１
１
１

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し 

※
入
場
無
料

木
田
英
之
写
真
展

【
日
時
】５
月
８
日（
日
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
午
後
７
時

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 

☎
６
８
５・３
５
４
３

※
鳴
門
市
文
化
月
間
中
の
催
し
は
13

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

「
と
く
し
ま
の
子
ど
も
の
た
め
の

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
１
０
０
」の
本
展
示

【
日
時
】５
月
１
日（
日
）～
23
日（
月
）

５
月
の
休
館
日

▼
３
日（
火
・
祝
）▼
６
日（
金
・
館

内
整
理
日
）▼
10
日（
火
）▼
17
日

（
火
）▼
24
日（
火
）▼
25
日（
水
）～

６
月
２
日（
木
）※
特
別
整
理
期
間

▼５月１日〜  ボートレース鳴門リニューアル

▼５月16日〜  ５月は消費者月間
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼５月１日〜  江川公園／石川 光夫（吉野川市）

▼５月16日〜  石井町の藤／豊田 三郎（大麻町）
    放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時〜
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時〜 

テレビ広報なると 番組ガイド

　入場券は市文化会館、市ド
イツ館などで販売。「なると第
九」の魅力を、肌で感じてみま
せんか。

【日時】６月５日（日）
　午後１時30分開演（１時開場）

【場所】市文化会館
【入場料】前売･･･一般2,000円　小中高生･･･500円
　　　　当日･･･一般2,500円　小中高生･･･500円
　　  ～西洋名画と音楽の響宴！～
　　  第６回美術館で「なるとの第九」
　　  【日時】６月６日（月）　午前10時30分〜
　　  【場所】大塚国際美術館システィーナ・ホール
　　  【入館料】1,000円（高校生以下無料）
問 認定ＮＰＯ法人 鳴門「第九」を歌う会 ☎686・9999

2018年６月 アジア初演100周年へカウントダウン

第35回ベートーヴェン
「第九」交響曲演奏会

翌
日
開
催

情報ガイド INFORMATION  GUIDE 市では、５月２日（月）から10月31日（月）までクールビスに取り組みます。

　新池川周辺遊歩道を一緒にウオーキングしません
か。ノルディックウオーキングのポールをお持ちの
方はご持参ください。雨天時は中止です。

【日時】毎週月曜日と木曜日 午後７時30分〜
【場所】新池川周辺（警察前広場集合） 
問 新池川をきれいにする会 乾 ☎090・3181・1402

　施設の老朽化に伴う耐震改修工事のため、７月か
ら老人福祉センターと勤労青少年ホームが休館とな
ります。利用される方はご注意ください。
　休館中は、市社会福祉協議会とシルバー人材セン
ター、館内の娯楽室・機能訓練室を旧教育委員会棟

（撫養町大桑島：水道会館前）に移転します。
問 （老人福祉センター）市役所長寿介護課 ☎684・1147
 　（勤労青少年ホーム）市役所商工政策課 ☎684・1468

新池川ナイトウオーキング

老人福祉センターと勤労青少年ホーム
７月から休館します
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Health Info
楽しく筋力アップを目指そう
貯筋クラブ　～健康体操１・２・３～

健 康
教 室

出産後の体調をチェックします
産後２週間目健康診査を実施

健 康
診 査

【対　象】 市内在住の₄0歳以上の方で、全日程に参加できる方
　※60歳代までの方に適した体操です。

【定　員】 30人（新規の方を優先します）
【申し込み】 ５月２日（月）から20日（金）までに、はがき・ファクス・

市公式ウェブサイト内の電子申請・Ｅメールのいずれかの方法で、
住所・氏名・ 年齢・電話番号を記入し、市役所健康づくり室へ
お申し込みください。

　徳島大学の田中俊夫教授と一緒に、楽しく筋力アップを目指しま
しょう。運動習慣のない方も、現在している方も大歓迎です。

日　程 時　間 場　所
６月６日（月） 9：30〜11：30 勤労者体育センター
　　13日（月）

9：30〜11：00

老人福祉センター
７月４日（月） 勤労者体育センター
　　25日（月）

市民会館
８月８日（月）
　　22日（月）
９月５日（月） 9：30〜11：30
　　26日（月） 9：30〜11：00

　市では「安心して妊娠・出産・子育てできるまち」を目指して、県
内で初めて産婦人科での「産後２週間目健康診査」を実施します。
　産後２週間目ごろは、産後の急激なホルモンバランスの変化で不
安を感じたり、授乳に関する不安や困りごとが増える時期です。
　お母さんの体調チェックや授乳、育児への不安を相談することで、
安心して子育てができるよう、ぜひ産後２週間目健康診査をご活用
ください。

　受診には受診票が必要です
　産後２週間目健康診査を受診するには、受診票が必要
です。受診票は、妊娠届出書提出時にお渡ししています。
　なお、市内に住民票があり、平成2₇年８月から28年３月までに妊
娠届出書を提出した方で、出産予定日が平成28年４月１日以降の方

（既に出産された方を除く）は、受診票を個別に交付しますので、５
月31日（火）までに市役所健康づくり室または市子育て世代包括支援
センターへお越しください。
※受診票は紛失すると再発行できません。

健康相談
■ 市役所１階市民相談室

【日　 時】 ５ 月6日（金）、11日（水）、1₇日
（火）、2₇日（金）  午前９時〜正午

■ キョーエイ鳴門駅前店１階フードコート内
【日　時】 ５月10日（火）：午後１時30分〜

３時、31日（火）：午前10時〜11時30分

乳幼児健診
【場　所】 老人福祉センター3階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ５月13日㈮
　対 平成2₄年11月生まれ 受 12：30〜13：00
■１歳６か月児健診  実 ５月1₉日㈭
　対 平成26年11月生まれ 受 12：30〜13：00
■９か月児健診  実 ５月12日㈭
　対 平成2₇年７月生まれ 受 12：20〜12：₄0
■４か月児健診  実 ５月12日㈭
　対 平成2₇年12月生まれ 受 13：20〜13：₄0
■ 股関節脱臼検診  実 ５月20日㈮
　対 平成28年１月、３月生まれ 
　受 12：₄0〜13：00
■ 聴力検査（場所：市役所共済会館３階）
　実 ５月25日㈬　受 ９：30〜10：00
　対 １歳６か月健診を受診した方で、
　　聴力検査を希望される方

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はで
きません。当番医は変更となる場合が
あります。お問い合わせはテレホンガ
イド（☎685・3322）まで。

【平日・土曜】 午後６時〜11時
【日曜・祝日】 午前９時〜午後11時
※午後11時からは、かかりつけ医などを
　ご利用ください。
５月１日（日） 西條内科（南浜）
 ［内・消・循］ ☎686・1235

３日（火・祝） 板東診療所（板東）
 ［内・呼・消］ ☎689・1252

４日（水・祝） 今井メンタルクリニック（黒崎）
 ［心・精・内］ ☎683・1552

５日（木・祝） だいとうレディースクリニック（大桑島）
 ［産・内］　 ☎683・1588

８日（日） 北田医院（明神）
 ［内・小・泌］ ☎683・7050

15日（日） 鳴門川島クリニック（段関）
 ［内・透内］ ☎683・0810

₂₂日（日） 田口小児科クリニック（大代）
 ［小・内・アレ］ ☎683・1120

₂₉日（日） 岡﨑内科循環器科（高島）
 ［内・循・小］ ☎687・2720

　「こころ」の問題にアプローチする専門家「臨床心理士」が、市
子育て世代包括支援センターで、出産や育児への不安・お悩み
をお聞きします。お気軽にご相談ください。

【日　時】 ５月２日（月）、６日（金）、10日（火）、11日（水）、1₉日（木）、
20日（金）、25日（水）、26日（木）、30日（月）、31日（火） 

　午前９時〜午後５時　※予約優先

臨床心理士による個別相談を始めます
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

（母子保健）☎684・1049    （成人保健）☎684・1137   （予防接種）☎684・1206   （栄養指導）☎684・1232
（子育て世代包括支援センター）☎684・1561
〒772・8501  撫養町南浜字東浜170番地   FAX 684・1336   mail kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

すこやかライフ
　　　お問い合わせ　　市役所健康づくり室、市子育て世代包括支援センター（鳴門市版ネウボラ）

健康な生活を送りましょう

平成28年度がん検診　～早期発見のために検診を～
歯周病検診も受け付けています

検診
案内

検診種別 対象年齢 料金 受診期間 受診方法
胃がん（バリウム
によるＸ線検査） 50歳以上

2,900円

12月31日（土）まで

直接医療機関へ予約・問い合わせを。
胃がん

（内視鏡検査） 50～64歳 事前に健康づくり室（成人保健担当）へ
お申し込みください。胃がん

（ＡＢＣ検診） 40～49歳
500円大腸がん

（便潜血検査） 40歳以上 直接医療機関へ予約・問い合わせを。

乳がん 40歳以上
（女性） 1,500円 平成29年３月31日

（金） まで
事前に健康づくり室（成人保健担当）へ
お申し込みください。

子宮頸がん 20歳以上
（女性） 1,200円

市内委託
医療機関
での検診

　市内に住民登録し、平成
29年３月31日を基準日として、
上記対象年齢に達している方
※乳がん・子宮頸がん検診

は、平成27年４月１日から
28年３月31日までの間に受
診していない方

 ▼  胃がん検診（内視鏡検査、ＡＢＣ検診）は無料検査の対象外となります。
①平成29年３月31日を基準日として、70歳に達している方
②65歳以上69歳以下の障がい認定による後期高齢者医療受給者の方
③生活保護世帯に属する方
④市民税（当該年度）非課税世帯に属する方
※②③④に該当する方は、申し込みの際にお申し出ください。
　③④に該当する方は事前に免除申請の手続きが必要です。

県内委託
医療機関
での検診

本市で実施する検診は、集団検診か医療機関のどちらかで年１回受けられます。
ただし、胃がん・乳がん・子宮頸がん検診は２年に１回の受診となります。

集団検診についてのお問い合わ
せは、市役所健康づくり室まで。

対
　象

検
診
料
無
料
の
方

　「歯周病」とは、口の中の細菌の感染で歯肉炎が起
きる病気で、生活習慣病との関係が注目されていま
す。検診を受け、早期の発見・治療に努めましょう。
【対象者】 市内に住民登録し、平成29年

３月31日を基準日として、40、50、60、
70歳になる方

【検診期間】 12月31日（土）まで

　安心して出産するために、妊娠中の生活や栄養、
出産への準備を一緒に考えましょう。本年度のマ
タニティ教室は、妊娠週数で「中期編」「後期編」「す
くすく育児編」「育児体験編」にコース分けをし、
よりきめ細かなサポートを行います。

【日　時】 ５月23日（月）
　　　　 「中期編」午前10時～、「後期編」午後2時～

【申し込み】 ５月16日（月）までに市子育て世代包括
支援センターへ電話でお申し込みください。

※詳細な内容や６月以降の日程、時間
については、同センターまでお問い
合わせください。

【検診内容】 口腔内の診察や歯周ポケットの測定など
【費　用】 500円　①70歳になる方②生活保護世帯に

属する方③市民税(当該年度)非課税世帯に属する
方は無料。②③の方は免除申請が必要ですので、
事前にお申し出ください。

【申込方法】 市役所健康づくり室へ電話・ファクス・
Ｅメールのいずれかの方法でお申し込みください。

歯周病検診を受けよう

マタニティ教室に参加しませんか
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私たち 地域おこし 協

隊 員 プ ロ フ ィ ー ル

隊力

　地域おこし協力隊は、人口減少や高齢化が進む地
域に、地域外（主に都市部）から人材を招いて、地域
協力活動を行ってもらい、地域力の維持・強化を図っ
ていく取り組みのことです。具体的には、地方自治
体が都市住民を受け入れ、一定期間その地域に居住
してもらい、地域ブランドや地場産品の開発・販売・
ＰＲといった地域活性化支援などを行います。　

　本市では前年度から２人の協力隊（矢島 竜太さん、
岡田 祐佳さん）を任命しています。本年度は、矢島
さんが休学中だった成城大学（東京都）に復学するた
め退任となりましたが、新たに河田 奈弓さんと渡辺 
良平さんの２人を迎え、計３人の協力隊が鳴門を元
気にしようと活動します。市役所商工政策課で勤務
していますので、お気軽にお声掛けください。

１年間ありがとう！　退任した矢島竜太さんからのメッセージ

　地域おこし協力隊の仕事では「た
くさんのうまくいかなかったこと」
がありました。社会人として働い
たことがない自分が、今まで住ん
だことのない地域で、接したこと
のない方々と、やったことのない

ことをたくさんやってきた１年間でした。だからこ
そ、うまくいかないことはたくさんありました。
　しかし、市民の皆さんと協力しながら「うまくいか
なかったこと」に取り組むことで「鳴門のために何を
すべきか」「自分は何をどのようにやればいいのか」
などが少しずつ見えてきました。この経験は今後の
人生に必ずつながっていくと思います。

　私は東京の大学に復学するため、鳴門市の協力隊
ではなくなりますが、鳴門と接点を持ち続け、例え
ば鳴門の事業者と協力し東京の学生が鳴門でイン
ターンシップを行うなど、東京にいなければできな
いことをやってみたいと考えています。

•伝統工芸を使った雑貨製作・　
　販売 https://shu--shu.stores.jp/ 
•生活をPRする画像の作成
•飲食商品のプロデュース
•情報発進サイトを作成・運営
•イベント出店や観光案内 など

こんなことに取り組みました

 問 市役所商工政策課 ☎088・684・1158

大谷焼で作ったれん
こんのキーホルダー

兵庫県姫路市から転入

岡田 祐佳（21歳、２年目）
大阪府大阪市から転入

河田 奈弓（25歳、新任）
長野県上田市から転入

渡辺 良平（65歳、新任）
　昨年度は市内のあらゆる場
所へ足を運び「鳴門でどんな暮
らしができるか」をインター
ネット上で発信。また、北灘
町の空店舗を改装して新たに
カフェをオープンする事業を
支援した。現在はデザインの
特技を生かし、大麻町の観光
ウェブサイトを作成中。
　国立明石工業高等専門学校
建築学科卒。

　大学卒業後は建設コンサル
タント会社に勤め、主にハザー
ドマップ作成の作図や現地調
査などの業務に携わる。
　学生時代、社会人時代とも
に地域の人たちと関わりなが
ら活動をしてきた経験から、
地域との協働に自信あり。
　趣味はバレーボール、ソフ
トテニス、卓球。徳島大学工
学部建設工学科卒。

　大手メーカーで企画開発部
門、営業部門の責任者を経て、
起業も経験している。
　コミュニケーションをとる
ことが好きで、広島県安芸太
田町で３年間地域おこし協力
隊として活動。棚田の保全と
過疎地の活性化に関する取り
組みに汗を流した。
　趣味は登山、つり、農業。
龍谷大学法学部法律学科卒。

22平成28年５月号



新社会人の門出を祝う
市内事業所へ就職した35人を激励

４月７日

　市内の事業所に新規就職した方を対象に、社会人としての
門出を祝福・激励する新規就職者激励大会が４月７日、うず
しお会館で開かれました。大会には、市内９つの事業所から
35人が出席。代表謝辞では、廣澤 祐太さんが「若い力と勇気
をもって困難を乗り越え、与えられた仕事に全力を尽くし、
企業の繁栄と地域社会の発展に貢献できるように頑張ります」
と新社会人への意気込みを力強く述べました。新社会人への意気込みを力強く述べる廣澤さん

「ちびっこ消防士」が大活躍
鳴門市消防フェアー開催

４月17日

　空一面に青空が広がった４月17日、市消防本部で第４回鳴門
市消防フェアーが開催されました。
　普段あまり関わることのない「消防」に親しんでもらおうと、は
しご車への搭乗や放水体験、綱渡り体験などさまざまなイベント
コーナーが設けられ、参加した子どもたちは楽しそうに消防・救
急活動を体験していました。この「ちびっこ消防士」たちの活躍で、
会場は活気にあふれていました。放水体験と記念撮影をする「ちびっこ消防士」

　春の交通安全期間中の４月15日、成稔幼稚園の年長児57
人が鳴門警察署員や交通安全協会鳴門西分会員とともに園
周辺の高齢者宅を訪問し、交通安全を呼びかけました。
　園児たちは訪問先で、交通安全のチラシや手書きのメッセー
ジなどを「車に気を付けてね」と元気よく手渡していました。か
わいらしい園児の呼びかけに、受け取った住民は「ありがとう」
と笑顔の中にも気を引き締めた表情が見られました。

「車に気を付けてね」と高齢者を訪問
成稔幼稚園児が高齢者宅で交通安全を呼びかけ

４月15日

園児たちの呼びかけに笑顔で応えていました

日中友好の架け橋に！
中国人国際交流員、霍

かく

 良
りょう

 さん着任

　本市の友好都市である中国・湖
こ な ん

南省張
ちょうかかい

家界市から、霍 良さ
んが国際交流員に着任しました。任期は４月11日からの１年
間で、市役所観光振興課で勤務します。翻訳や通訳業務の
ほか、中国語講座や学校訪問などで中国について紹介し、皆
さんと触れ合いながら日中の交流促進に取り組みます。
中国語案内サポート

　霍さんが観光・宿泊施設の看板やパンフレットなどの中国語
表記をサポートします。お気軽にお電話ください。

平日（祝日除く） 午前９時30分～午後５時15分
☎ 088・684・1746（市役所観光振興課）

▼  出身：中国・江
こ う そ

蘇省

▼  趣味：旅行、温泉、ウインドーショッピング

▼  鳴門の印象：海の幸がいっぱいで、人々がとても
　　　　　　　優しいと感じます。のどかできれい
　　　　　　　な「まち」ですね。

你
ニ ー

ハ オ

好!
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私たちは、利用者の“いきいきとした生活”を応援します。

「地域に根ざし、暮らしを支える」
やまかみ訪問看護ステーション
やまかみ訪問リハビリテーションセンター

失敗バネに勝ち上がる
性に合う柔らかい海水

と
あ
る
優
勝
戦
―
。
エ
ン
ジ

ン
が
う
な
り
を
上
げ
、
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
橋

さ
ん
は
、
フ
ラ
イ
ン
グ
寸
前
の
絶

妙
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
、
コ
ー

ナ
ー
を
タ
ー
ン
。
ス
ピ
ー
ド
に

乗
っ
て
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
ま
す
。

「
必
死
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
な
が

ら
２
、３
周
目
は
、
ヤ
ッ
タ
ァ
ー
、

ワ
ー
ア
ー
、
っ
と
大
声
で
叫
ん
で

ま
す
ね
、
ハ
ハ
ハ
」。

勝
ち
誇
っ
た
快か

い
さ
い哉
の

叫
び
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
順

風
満
帆
で
あ
っ

た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
６

着
ば
か
り
だ
っ

た
り
、
フ
ラ

イ
ン
グ
が
続
い
て
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
科
せ
ら
れ
た
り
、

何
度
も
辛
酸
を
な
め
て
い

る
そ
う
で
す
。「
あ
き
ら
め

た
ら
終
わ
り
で
す
。
必
ず

上
が
っ
て
や
る
、
と
歯
を

食
い
し
ば
っ
て
」。
失
敗
の

経
験
を
バ
ネ
に
、
持
ち
前
の
負

け
ん
気
と
ガ
ッ
ツ
で
の
し
上
が
っ

て
き
た
の
で
す
。

　
エ
ン
ジ
ン
の
調
整
は
あ
ま
り

し
な
い
そ
う
で
す
。「
ど
の
エ
ン
ジ

ン
も
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
大
切

な
こ
と
は
、
自
分
を
い
か

に
高
め
て
い
く
か
の
闘
争

心
。
単
純
な
よ
う
で
す
が
、

奥
深
い
ん
で
す
よ
」。
歯

切
れ
の
良
い
言
葉
が
続
き

ま
す
。

　
全
国
各
地
の
遠
征
先

で
は「
鳴
門
は
何
た
っ
て

魚
が
う
ま
い
。
そ
れ
に
ワ

カ
メ
。
食
べ
に
来
て
く
だ

さ
い
よ
」と
し
っ
か
り
Ｐ

Ｒ
を
重
ね
ま
す
。
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
場
に
は
、
海
水
の

所
も
淡
水
の
所
も
あ
り
ま

す
が
、「
生
ま
れ
も
育
ち
も
鳴
門

で
す
か
ら
海
水
が
性
に
合
っ
て

ま
す
ね
。
抵
抗
が
柔
ら
か
く
て
」。

根
っ
か
ら
の
鳴
門

大
好
き
人
間
で
す
。

　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

鳴
門
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。「
き
れ
い

に
な
っ
て
う
れ
し

い
。
若
い
カ
ッ
プ

ル
も
子
ど
も
た
ち

も
楽
し
め
る
施
設

で
す
し
、
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
は
お
客
様

が
あ
っ
て
こ
そ
で

す
か
ら
」と
優
し
く

目
を
細
め
ま
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.08

トップクラスＡ１で走り続ける
　　市 橋  卓 士 さん ［ 東馬詰 ］

いちはし・たかし　1979年大麻町生まれ。堀江南
小、大麻中、鳴門高卒。25倍の難関を突破し、山梨
県・本栖研修所に入所。厳しい訓練を経て2001年
デビュー。2005年７月福岡で初優勝し、Ａ１に昇格。
妻と２男１女の５人家族。同町東馬詰在住。

全国から注目される
モーターボート選手

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。
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